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進
藤
誠
一
教
授

佛
丈
離
沸
座
推
任
の
進
藤
誠
一
助
数
授
は
五
月
十
九
日
付
を
以
っ
て
戦
授
一

に
外
推
。

萬
鴻
年
講
師

Ｊ六
月
七
日
よ
り
前
河
南
大
畢
教
按
醐
弧
年
氏
の
支
那
稲
、
支
那
柵
初
歩
Ⅲ

識
６
．

難
郭
‐

佐
藤
逼
次
助
教
授
一
一
”

在
任
十
七
年
本
梁
部
の
た
め
に
多
大
の
武
献
を
な
さ
れ
た
佐
藤
先
生
に
は

本
年
Ⅲ
月
二
十
八
日
付
を
以
っ
て
凹
比
粘
祁
文
化
研
究
所
貝
に
榔
任
。
五

月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
僻
任
の
狭
拶
の
た
め
來
祁
さ
れ
た
。

千
代
正
一
郎
講
師

佐
藤
助
敏
授
艸
任
の
た
め
本
撃
出
身
の
祁
岡
商
等
畢
校
敦
捜
千
代
正
一
郎
，

氏
を
玉
月
七
日
付
を
以
っ
て
誰
師
と
し
て
迎
へ
渦
諦
及
獅
祇
初
心
を
樅
慨

し
て
飯
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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國
語
學
国
女
學

上
代
丈
準
概
術

醐
葉
築
沸
批

近
枇
丈
畢
後
餓
術

恢
科
近
松
瀞
瑠
璃

一
閏
柵
吾
紙
諭

祓
習
源
氏
物
柵

支
那
語
學
支
那
女
學

に
二

本
沁

酢

沈
智
六
靭
丈
蕊
絢

刑
作
人
研
究
・

淡
押
水
榊
惚

支
那
｝
研
礫
・

英
語
學
英
女
學

英
柵
史

斌
智
、
冨
胃
望
〕
⑦
胃
腸
国
陣
ぐ
ぃ

淡
詞
目
宮
烏
胃
昌
酌
↑
・
国
の
ロ
ｑ
固
い
冒
○
目
・
》
ゞ

中
世
英
文
・
雛

排
戒
十
九
世
紀
散
文

祓
詞
十
七
祉
紀
英
叫
悲
制

‐
二
一
七

’ 九
州
帝
国
大
學
法
女
學
部
女
學
關
係
講
義
題
目

昭
和
十
八
年
準
年
錐
二
畢
期
（
凹
凹
月
至
九
月
）

（
四
○
六
九
）
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加
川
数
挺
・
柿
本
教
授
・
松
枝
助
軟
投
・
日
野
助
教
授
外
浮
生
八
名
出
席
。

初
め
に
油
氏
の
御
挨
拶
が
あ
り
松
枝
助
歎
授
が
池
課
の
労
を
照
ら
れ
た
。
郭

攻
生
森
一
作
氏
の
今
赤
二
ヶ
月
徐
に
亙
る
大
陸
旅
行
の
中
、
主
と
し
て
北
京

旅
行
に
つ
き
報
竹
な
ど
が
あ
っ
て
嘘
介
で
あ
づ
た
。

九
大
猫
逸
文
學
含

凹
側
七
日
性
藤
助
敦
授
の
送
別
命
を
午
後
玉
時
半
よ
り
大
工
町
の
八
Ｗ

屯
に
て
州
催
、
出
席
者
八
名
。

五
月
三
十
日
こ
の
九
月
定
年
に
て
御
辿
常
に
な
ら
れ
る
小
牧
救
授
諺
同

月
卒
業
の
罐
生
濟
城
怖
男
氏
の
送
別
の
芯
味
で
、
都
府
櫻
・
根
阯
》
Ⅱ
寺
方
面

へ
遠
焔
℃
午
後
五
時
半
よ
り
二
日
市
に
て
送
別
称
州
催
、
秘
文
棚
係
出
肺
者

十
編
、
航
る
雄
竹
で
あ
っ
た
。

九
州
帝
叫
大
理
綱
逸
文
準
命
細
の
故
片
Ⅲ
正
雄
数
投
の
迩
丈
難
「
片
山
正

雄
迩
丈
」
が
配
本
さ
れ
た
。
‐

わ
が
九
大
法
文
準
部
獅
丈
華
科
初
代
敦
投
と
し
て
大
正
十
四
年
八
月
よ
り

昭
和
七
年
四
月
ま
で
渦
諦
獅
丈
學
を
誰
ぜ
ら
れ
、
本
醗
潤
丈
學
科
創
没
の
た

め
に
洵
に
大
い
な
る
功
統
を
残
さ
れ
た
片
山
正
雄
先
生
の
辿
丈
難
が
「
片
山

正
雄
迩
丈
」
と
題
し
て
先
般
南
江
錐
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
こ
と
は
も
川
下
生

の
一
人
と
し
て
再
ぴ
に
た
へ
な
い
次
錐
で
あ
一
ゅ
。
救
年
前
小
蚊
健
夫
、
佐
藤

錐
報

〆

片
山
正
雄
先
生
の
童
女
集
を
讃
み
て

千
代

『

’
正

一

郎

迩
次
剛
先
生
の
御
提
案
に
よ
り
本
番
の
刊
行
が
誹
澁
せ
ら
れ
た
と
き
、
私
も

で
き
る
だ
け
の
諮
手
僻
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
膿
、
趣
に
庇
腸
の
地
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
結
脇
備
時
祁
岡
に
を
ら
れ
た
淋
遥
龍
雄
光
雄

〔
現
牽
北
帝
大
磯
科
救
授
）
に
細
榊
の
一
切
の
仕
郡
を
釦
願
ひ
す
る
や
う
な

結
果
に
な
っ
て
本
怖
に
巾
群
な
く
思
っ
て
ゐ
る
。
淋
過
氏
の
御
努
持
に
封
し

て
は
こ
の
機
愈
に
心
か
ら
御
瀧
を
申
し
た
い
と
恩
ふ
。
本
番
は
先
生
が
九
大

御
亦
職
術
昨
發
表
せ
ら
れ
た
論
文
随
飛
等
を
中
心
と
し
、
更
に
眺
刊
の
耶
行

本
に
收
錐
湖
札
と
な
っ
た
脱
稿
を
も
併
せ
て
細
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
先
生

の
ド
イ
ツ
丈
準
狐
の
災
大
成
と
い
っ
て
共
支
な
い
で
あ
ら
う
。
巻
頭
に
は
先

生
の
師
た
り
し
壷
眠
竹
風
氏
の
「
孤
村
と
私
」
と
い
ふ
序
文
が
氏
獅
将
の
ユ

ー
モ
ア
を
も
っ
て
先
生
の
人
と
な
り
を
描
き
だ
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
孤
村
と
い

ふ
の
は
肌
流
末
期
の
わ
が
丈
城
に
祇
蹄
せ
ら
れ
た
先
生
の
諦
人
と
し
て
の
雅

號
で
あ
お
・

昭
和
六
年
Ⅲ
月
私
が
本
斑
凋
丈
鯉
科
に
入
醸
し
た
と
き
の
片
川
先
生
の
御

●

識
義
は
「
蛎
武
主
義
及
び
自
然
主
義
」
と
い
ふ
迦
日
で
、
｜
プ
キ
ス
ト
と
し
て

オ
ス
カ
ー
ル
・
ソ
ル
ッ
エ
ル
の
「
ゲ
ー
テ
死
後
説
代
に
至
る
ド
イ
ツ
丈
準
」
、

を
使
川
せ
ら
れ
た
が
、
中
途
に
さ
し
は
さ
ま
れ
る
解
紘
を
辿
し
て
十
分
先
生

の
ド
イ
ツ
丈
準
槻
を
波
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
泣
脅
に
は
ゲ
ー
テ
の

「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
節
二
部
を
識
ぜ
ら
れ
た
。
難
僻
を
も
っ
て
聞
え
る
錐
二

部
通
先
生
に
排
義
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
と
し
て
は
生
涯
の
幸
祁
だ
っ

た
と
思
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
錐
二
梁
期
は
荊
郷
御
靜
整
の
た
め
誰
義
を
休
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
励
そ
の
ま
ま
翌
昭
和
七
年
群
に
は
飛
鍼
を
理
由
と
し

て
御
退
峨
に
な
っ
た
の
で
、
私
が
先
生
の
・
御
談
義
を
聴
い
た
の
は
帷
・
か
一
準

一
二
九
（
四
○
七
己

■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
且
１
Ｍ
仔
。
旧
口
姑
訓
叩
ｌ
ｌ
ｌ
ｏ
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丈
畢
研
究
錐
三
十
三
斡
二
二
○
（
四
○
七
二
）

期
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
う
し
て
一
年
後
の
昭
和
八
年
赤
、
私
は
生
れ
て
は
い
が
、
一
般
に
明
治
雌
代
に
救
打
を
う
け
た
準
者
に
は
ド
ッ
シ
リ
と
腰
を
藩

じ
坊
て
上
永
し
、
久
し
ぶ
り
で
先
生
に
お
日
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ち
つ
け
て
勉
強
す
る
と
い
ふ
狐
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
郷

こ
れ
が
つ
ひ
に
並
後
の
訪
問
と
た
つ
・
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
年
の
群
、
卒
錐
耐
排
が
す
る
。
雌
器
と
し
て
の
漱
禰
や
鴎
外
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
ど
ん
な
方
面

，
丈
に
苦
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
私
は
先
生
御
逝
去
の
悲
し
き
報
ら
せ
を
聞
か
ね
ば
に
し
て
も
、
”
の
剛
の
畢
者
の
醤
い
た
も
の
を
批
む
と
、
よ
く
も
こ
ん
な
に
勉

な
ら
な
か
っ
た
。
か
や
う
に
親
し
ぐ
先
生
に
戦
へ
を
乞
ふ
す
《
ヘ
を
奪
は
れ
た
弧
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
驚
歎
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
反
之
、
近
醜
の
準
着
の
う

現
れ
に
お
い
て
、
先
生
の
辿
丈
難
が
刊
行
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
川
下
ち
に
は
や
や
も
す
る
と
功
を
あ
せ
り
す
ぎ
て
腰
が
落
ち
つ
か
ず
上
捌
子
に
な

生
に
と
っ
て
、
い
か
に
大
き
な
悪
び
で
あ
る
か
は
乖
紙
に
つ
く
し
が
た
い
。
り
や
す
い
人
が
な
い
で
も
な
い
・
・
そ
の
結
来
或
尋
調
は
自
己
の
兄
僻
を
樹
立

一
先
生
が
弛
烈
な
勉
弧
家
で
変
に
多
く
の
狩
物
を
戒
ん
で
を
ら
れ
た
と
い
ふ
す
る
に
の
み
念
で
、
見
識
を
隣
め
る
除
裕
に
乏
し
ぐ
、
佃
狭
な
る
獅
断
術
に

こ
と
は
か
ね
が
ね
先
誰
か
ら
も
Ⅷ
い
て
ゐ
た
が
、
今
度
の
迩
丈
災
を
批
ん
で
陥
っ
て
し
ま
ふ
。
明
治
時
代
に
お
け
る
熱
狂
的
な
洲
洋
文
化
移
入
に
鋤
す
る

凸
Ｐ

‐
・
そ
の
背
餓
と
な
っ
て
ゐ
る
該
沖
な
る
知
識
に
い
ま
さ
ら
の
や
う
に
雌
例
さ
．
私
反
測
と
し
て
、
か
う
い
ふ
傾
向
が
池
つ
再
来
る
の
は
柑
然
で
》
曾
Ｑ
に
し
て
も
も

て
し
ま
っ
た
。
本
文
の
巻
頭
を
飾
っ
て
ゐ
る
施
丈
「
丈
準
科
準
概
肱
」
は
か
こ
れ
も
像
り
城
端
に
走
る
と
佃
狭
な
る
ひ
と
り
よ
が
り
に
。
な
る
恐
れ
が
・
め

っ
て
九
州
丈
準
禽
の
同
人
で
も
あ
ら
れ
た
先
生
が
「
丈
畢
研
究
」
創
刊
號
の
る
。
本
来
の
日
本
粘
祁
は
も
つ
と
包
容
力
に
樹
む
、
お
ほ
ろ
か
な
も
の
で
あ

、
た
め
に
執
飛
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
い
は
ゆ
る
丈
蕊
準
（
冒
冨
目
冨
国
ぐ
』
の
印
①
ロ
‐
患
は
ず
で
あ
る
・

の
。
言
浄
）
の
詳
細
な
る
解
詑
と
批
排
で
あ
る
。
こ
れ
・
な
ど
も
ド
イ
ツ
文
雄
の
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
特
に
外
岡
丈
準
研
究
者
の
な
か
に
は
作
仙
、
な
い

葱
典
を
き
は
め
ら
れ
た
先
生
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
る
名
論
文
で
あ
り
諺
し
研
究
番
の
雛
課
細
介
と
い
ふ
如
き
安
易
な
池
を
選
ん
で
、
白
主
的
な
研
究

凡
そ
丈
革
を
研
究
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
必
ず
や
本
愉
丈
に
よ
り
騨
罐
せ
ら
る
、
産
避
け
る
人
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
今
こ
そ
日
本
人
と
し
て
の
脚
牡

る
鮎
が
多
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
要
す
る
に
丈
拠
ゞ
研
究
の
根
本
態
度
を
わ
ら
を
も
っ
て
外
叫
丈
雛
を
研
究
し
批
判
す
《
へ
き
と
き
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
雛

ゆ
る
角
度
か
ら
諭
汗
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
い
は
ぱ
片
川
先
生
の
「
丈
準
愉
」
課
の
塙
人
は
ゐ
て
も
、
獅
自
の
見
解
と
博
い
畢
識
を
も
つ
炭
の
斑
↓
者
陣
乏
し

で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
叩
に
ド
イ
ツ
丈
準
川
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
、
い
し
」
い
ふ
現
壯
は
大
い
に
反
打
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

・
に
丈
撃
に
興
味
を
右
す
る
者
に
と
っ
て
必
批
の
文
章
た
る
こ
と
を
偏
じ
て
疑
も
片
川
先
生
の
蓮
文
雄
は
ド
イ
ツ
丈
準
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
粘
祁

は
・
な
い
。
、
文
化
を
研
究
せ
ん
と
す
る
者
に
多
く
の
教
訓
を
典
へ
る
に
机
通
な
い
。
（
九

、

先
生
の
蓮
文
雄
を
滅
ん
で
私
の
し
み
じ
み
感
じ
た
の
は
自
分
の
勉
狼
の
不
‐
州
帝
叫
大
華
狐
逸
文
畢
御
細
「
片
山
正
雄
迩
丈
」
南
江
錐
刊
、
定
価
韮
伽
）

十
分
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
ひ
は
こ
れ
は
私
ひ
と
り
の
感
じ
か
も
知
れ
な
’
’
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言 一 顔 一 三 吋 言 一 一 一 三 酔 言 一 一 壽 壹 一 Ｍ 言 弄 一 壱 一 一 言 一 言 一 Ｍ 割 三 小 》 三 “ 〕 一 尋 一 三 脚 一 三 小 言 拝 １ Ｊ
計

呈 至 宝 三 三 呈 至 壼 壼 呈 呈 呈 塁 一 室 壼 呈 皇 佃

謁 二 判 二 討 二 雪 一 謁 一 尋 二 部 二 鑿 一 輔 二 週 一 器 二 弓 二 蟄 一 泌 一 熱 二 執 一 一 塾 一 画 串

ｒ － Ｄ ｆ － ｐ Ｙ － ・ 卜 唱 Ⅷ 部 〕

１ ト ー ｌ １ ｂ １ － Ｉ ， １ マ ー マ １ 〒 当 層 ｝ 肩 当 Ｆ 当 伊 、 〆 吋 戸 』 〆 ン ， ， 厨 ‐ 厨 ｒ Ｉ

砥 一 Ｍ 今 川 儘 詞 跨 詞 』 』 沖 翫 一 い 《 一 脚 喝 一 沖 合 批 齢 一 脚 ． ‐ 《 一 脚 含 恥 今 抑 』 詞 Ｌ 〈 和 琴 一 州 毎 一 脚 鯛 岬ｒ － ｉ １ － ， し ふ れ 副

↑ 一 ， １ 口 壱 一 Ⅱ い Ｉ 一 ， ！ 厨 壱 一 山 肌 １ 〒 吋 琵 １ ０ １ － ト ‐ 原 肥 Ⅲ 恥 肌 ‐ 一 〃 川 岬 軸 山

琶 室 画 ｝ ］ ご 画 ｝ 〕 」 一 室 窒 」 ｝ 軍 ｝ 一 二 ） 一 ） 一 コ 迦
再 吟

惑 害 凄 惑 篭 篭 凄 惑 凄 蔑 鵠 懲 悪 悪 凄 嶺 剛

一 二 ． ◆ 二 一 。 二 一 ｂ 加 川 脚 ｆ 二 ｂ － － ｂ Ｖ 二 も ’ 二 ｂ ’ 二 ｂ 甲 二 Ｌ Ｉ 一 手 ’ 一 一 ｈ － 一 心 血 皿 〆 Ｖ － ｂ １ － ‐ ｊ

－ ， 。 ‐ １ ０ １ ‐ 一 ・ ， 当 辰 、 〆 Ｉ 厨 斗 外 潤 卦 一 屋 川 脚 Ⅲ 坪 １ １ １ － 血 当 Ｆ 、 〆

一 壱 二 岬 一 一 二 酢 一 言 一 い ｝ 言 二 酢 ｝ 一 畳 一 一 小 一 一 墨 一 一 一 Ｐ 一 一 二 号 一 二 二 一 邸 一 二 一 小 〕 言 一 〕 壱 一 ” 一 壱 一 Ｊ 一 』 一 砂 一 一 二 砂 〕 言 一 小

垂

－
令
＞
÷
善
三

一 =
l
l
十
令
庶
今
彗
室

。
〉
卜
令
古
寺
雪
三

割
l÷
令
>卜
÷
善
呈

豈
〆
需
>
卜
寺
雪
呈

=I
II

令
>卜
＋
当
皇

軍
合
嶺
昌
*
･
彗
星

z
:
l
l
+
S
E
-
f
雪
勇

h-
FT
､l
些
禧
半
封
ﾆ

ｰ
ﾕ
ヴ
ﾄ

ﾄﾛ
､
一
ク
ー
ー
ー

ョ
1
1÷
令
l1
1÷
善
呈

。
÷
積
1
1
1
÷
雪
呈

=I
II

Je
l1
l÷
雪
呈

=
I
十
横
l
l
+
蟄
呈

。
÷
制
|
÷
蟄
至

＝
罵
令
l
l
十
彗
呈

=
l
l
+
-
R
I
十
善
呈

、
今

､

ノ

～

諜
識
剛

p
1
1
I
l

el
t

、

／

’
一

廷
一
一

一
一

一
一
一

一
ﾆ

－
L

一
一
.一




